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８月彦根愛知犬上広域行政組合議会定例会会議録（第２号）  

 

令和６年８月 21 日（水）  

 

議  事  日  程  

 第１  議席の指定  

 第２  会議録署名議員の指名  

 第３  会期の決定  

 第４  副議長の選挙  

 第５  議案第５号から議案第９号まで上程  

(管理者提案説明、質疑ならびに一般質問、討論、採決 ) 

 

本日の会議に付した事件  

日程第１  議席の指定  

日程第２  会議録署名議員の指名  

日程第３  会期の決定  

日程第４  副議長の選挙  

日程第５  議案第５号から議案第９号まで上程  

(管理者提案説明、質疑ならびに一般質問、討論、採決 ) 

     議案第５号  令和５年度 (2023 年度 )彦根愛知犬上広域行政組合

一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 に つ き 認 定 を 求 め る こ と に

ついて  

     議案第６号  令和６年度 (2024 年度 )彦根愛知犬上広域行政組合

一般会計補正予算 (第１号 ) 

     議案第７号  彦根愛知犬上広域行政組合公平委員会委員の選任に

つき同意を求めることについて  

     議案第８号  彦根愛知犬上広域行政組合公平委員会委員の選任に

つき同意を求めることについて  

議案第９号  彦根愛知犬上広域行政組合公平委員会委員の選任に

つき同意を求めることについて  

 

会議に出席した議員（ 19 名）  

 １番  木  村  誠  治         1 1番  森  田    充  

２番  奥  野  嘉  己         1 2番  村  田    定  

３番  菅  森  照  雄         1 3番  黒  澤  茂  樹  
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４番  西  澤  博  一         1 4番  中  野  正  剛  

５番  角  井  英  明         1 5番  長  﨑  任  男  

６番  西  澤  伸  明         1 6番  小  川  隆  史  

７番  神細工  宗  宏         1 7番  瀧    すみ江  

８番  今  村  恵美子         1 8番  竹  中  秀  夫  

９番  和  田  一  繁         1 9番  林    利  幸  

1 0番  堀  口  達  也          

 

会議に欠席した議員（なし）  

 

議場に出席した事務局職員  

 事 務 局 長 牛  澤  史  幸      事務局副主幹 鈴  木  敦  子  

 事 務 局 次 長 高  橋    大      書 記 荒  木    潤  

 

会議に出席した説明員  

 管  理  者 和  田  裕  行      総 務 課 長 高  橋    大  

 副 管 理 者 安  藤    博      総務課長補佐 鈴  木  敦  子  

 副 管 理 者 有  村  国  知      紫 雲 苑 場 長 金  田  信  一  

 副 管 理 者 伊  藤  定  勉      小八木中継基地場長 山  本  明  彦  

 副 管 理 者 久  保  久  良      建設推進室長 植  田  亮  平  

 会 計 管 理 者 速  田  智  之      建設推進室主幹 宇  野  恵  士  

 事 務 局 長 牛  澤  史  幸  

 

会議に欠席した説明員  

 副 管 理 者 寺  本  純  二  
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午後２時 00 分開会  

○議長（林利幸） それでは、ただい

ま か ら 令 和 ６ 年 ８ 月 彦 根 愛 知 犬 上 広

域 行 政 組 合 議 会 定 例 会 を 開 会 い た し

ます。  

ただいまの出席議員は 19 名で会議

開会定足数に達しております。  

よって、令和６年８月定例会は成立

いたしました。  

ただちに本日の会議を開きます。  

 

日程第１  議席の指定  

○議長（林利幸） 日程第１、新たに

就 任 い た だ き ま し た 議 員 の 議 席 の 指

定を行います。  

 議席は、ただいまご着席の議席とい

たします。３番菅森照雄議員、７番神

細工宗宏議員。  

 

日程第２  会議録署名議員の指名  

○議長（林利幸） 日程第２、本日の

会議録署名議員の指名を行います。  

会議録署名議員に、 12 番村田定議

員、13 番黒澤茂樹議員を指名いたしま

す。  

 

日程第３  会期の決定  

○議長（林利幸） 日程第３、会期の

決定を議題といたします。  

お諮りします。今定例会の会期は、

本日１日といたしたいと思います。  

これにご異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（林利幸） 異議なしと認めま

す。よって、今定例会の会期は、本日

１日に決定いたしました。  

 

日程第４  副議長の選挙  

○議長（林利幸） 日程第４、副議長

の選挙を行います。  

お諮りします。選挙の方法について

は、地方自治法第 118 条第２項の規定

によって、指名推選にしたいと思いま

す。  

これにご異議ありませんか。  

（「異議あり」と呼ぶ者あり）  

○議長（林利幸） ご異議があります

ので、選挙は投票で行います。  

議場の出入りを閉鎖します。  

（議場の閉鎖）  

ただいまの出席議員数は 19 名です。 

次に、立会人を指名いたします。立

会人に、 14 番中野正剛議員、 15 番長

﨑任男議員を指名します。  

投票用紙を配ります。  

念のため申し上げます。投票は単記

無記名です。  

（投票用紙の配付）  

投 票 用 紙 の 配 付 漏 れ は あ り ま せ ん

か。  

（なしの声）  

 配付漏れなしと認めます。  

投票箱を点検します。  

（投票箱点検）  

異常なしと認めます。  

ただいまから投票を行ないます。議

会 事 務 局 が 議 席 番 号 と 氏 名 を 読 み 上

げますので、順番に投票願います。  

（議員氏名の点呼・投票）  

投票漏れはありませんか。  
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（なしの声）  

 投票漏れなしと認めます。投票を終

わります。  

開票を行います。 14 番中野正剛議

員、15 番長﨑任男議員、開票の立会い

をお願いいたします。  

（開票）  

 選挙の結果を報告します。  

投票総数 19 票  

有効投票 18 票  

無効投票１票  

有効投票のうち、  

菅森照雄議員 13 票  

角井英明議員４票  

小川隆史議員１票  

以上のとおりです。  

この選挙の法定得票数は５票です。

したがって、菅森照雄議員が副議長に

当選されました。  

議場の出入りの閉鎖を解きます。  

（議場の開場）  

 た だ い ま 副 議 長 に 当 選 さ れ ま し た

菅 森 議 員 が こ の 議 場 に お ら れ ま す の

で、当選の告知をします。  

 それでは、菅森副議長から一言ご挨

拶をお願いいたします。  

○副議長（菅森照雄） 多賀町議会の

菅森でございます。このたび、議員の

皆様方のご推挙によりまして、副議長

の 要 職 に 就 か せ て い た だ く こ と に な

り、この上なく光栄と存じますととも

に、その責任の重大さに痛感いたして

おる次第でございます。  

 幸いにいたしまして、優れた林議長

のもと、この広域行政組合議会が公正、

円滑に運営されますよう、及ばずなが

ら誠心誠意、努力いたしたいと存じま

す。  

 どうか皆様方の絶大なるご支援、ご

鞭 撻 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ

まして、誠に簡単ではございますが、

就任の挨拶とさせていただきます。あ

りがとうございました。  

○議長（林利幸） ありがとうござい

ました。  

 

日 程 第 ５  議 案 第 ５号 か ら 議 案 第 ９

号まで上程（管理者提案説明、質疑な

らびに一般質問、討論、採決）  

○議長（林利幸） 日程第５、議案第

５ 号 か ら 議 案 第 ９ 号 ま で を 一 括 議 題

といたします。  

職 員 に 議 案 を 朗 読 し て い た だ き ま

す。  

〔鈴木議会事務局副主幹朗読〕  

○議長（林利幸） 提案者の説明を求

めます。  

管理者。  

○管理者（和田裕行） それでは、今

定 例 会 に 上 程 し ま し た 各 議 案 の 概 要

についてご説明申し上げます。  

 議 案 第 ５ 号  令 和 ５ 年 度 (2023 年

度 )彦根愛知犬上広域行政組合一般会

計 歳 入 歳 出 決 算 に つ き 認 定 を 求 め る

こ と に つ い て の 概 要 に つ き ま し て ご

説明させていただきます。  

 各市町の財政状況が大変厳しい中、

予 算 の 執 行 に は 十 分 留 意 し 可 能 な 限

り経費の節減に努めてまいりました。

その結果としまして、予算総額 3 億
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8,687 万 7 千円に対しまして、歳入決

算額 3 億 9,147 万 967 円、歳出決算額

3 億 7,526 万 4,792 円で歳入歳出差引

額 1,620 万 6,175 円となり、実質収支

額も同額の 1,620 万 6,175 円となり

ました。  

 なお、本決算に関しましては、去る

７月 19 日に広域行政組合の監査委員

による決算審査を実施し、「決算にか

かる調書等については、いずれも関係

法令に準拠して作成され、関係諸帳簿

および証拠書類と符合しており、計数

は 正 確 で 適 正 に 表 示 さ れ て い る も の

と認めた。」との審査意見をいただい

ておりますので、ご報告させていただ

きます。  

 続きまして、議案第６号  令和６年

度 (2024 年度 )彦根愛知犬上広域行政

組 合 一 般 会 計 補 正 予 算 (第 １ 号 )の 概

要につきまして、ご説明いたします。 

当初予算である歳入歳出予算総額 4

億 785 万円から補正額 154 万 4 千円

を減額し、予算総額を 4 億 630 万 6 千

円とするものです。  

 補正する主な理由としましては、本

年 ４ 月 １ 日 付 け 人 事 異 動 に 伴 い 職 員

体制に変更が生じましたことから、現

在の職員体制による予算とするため、

補正するものでございます。以上が補

正予算 (第１号 )の概要でございます。 

 続きまして、議案第７号から議案第

９ 号 ま で  彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組

合 公 平 委 員 会 委 員 の 選 任 に つ き 同 意

を 求 め る こ と に つ い て の 概 要 に つ き

まして、ご説明いたします。  

 お手元の議案書では、別添としまし

て 各 委 員 の 略 歴 を お 付 け し て お り ま

すが、当組合公平委員会委員の選任に

つきまして、議会の同意をお願いする

ものであります。現在の公平委員会委

員の方々につきましては、本年 10 月

31 日をもって地方公務員法第９条の

２第 10 項の規定による４年間の任期

が満了することになります。したがい

まして、本年 11 月以降の委員の選任

につきまして、議会の同意をお願いす

るものであります。  

 以上、今定例会に上程します議案の

概要になります。よろしくご審議を賜

りますようお願いいたします。  

○議長（林利幸） 次に、各議案に対

す る 質 疑 な ら び に 一 般 質 問 を 行 い ま

す。  

発 言 の 通 告 書 が ３ 名 の 方 々 か ら 提

出されておりますので、順次発言を許

します。  

その順位は、17 番瀧すみ江議員、５

番角井英明議員、８番今村恵美子議員

とします。  

なお、質疑ならびに一般質問は、一

問一答形式でお願いします。  

 17 番瀧すみ江議員。  

○ 17 番（瀧すみ江） 私は質疑のみを

行いますので、よろしくお願いします。 

大 項 目 １  議 案 第 ５ 号  令 和 ５ 年

度 (2023 年度 )彦根愛知犬上広域行政

組 合 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 に つ き 認

定 を 求 め る こ と に つ い て 。 中 項 目 １  

歳 出  ２ 衛 生 費  ２ 保 健 衛 生 費  １

斎場管理費。細項目１  14 工事請負費
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のフェンス、カーブミラー設置工事 80

万 6 千円について詳しい説明を求め

ます。  

○議長（林利幸）  紫雲苑場長。  

○紫雲苑場長（金田信一） 工事請負

費のフェンス、カーブミラー設置工事

80 万 6 千円についてお答えいたしま

す。本工事は、紫雲苑敷地内において

急 な 崖 や 見 通 し が 悪 い 箇 所 等 の 危 険

箇所を整備することにより、事故の防

止を図ることを目的としております。 

工事内容としましては、高さ 90 ㎝

の ネ ッ ト フ ェ ン ス を 入 口 門 の 横 の 駐

車 場 か ら 正 面 玄 関 前 駐 車 場 あ た り に

かけて総延長 58ｍ設置しております。

また、動物受付が建物の裏側にあり、

正 面 玄 関 前 駐 車 場 を 通 る 際 に 建 物 で

見通しが悪いため、正面玄関前駐車場

の 突 き 当 た り に カ ー ブ ミ ラ ー を １ 基

設置しております。以上です。  

○議長（林利幸）  瀧議員。  

○ 17 番（瀧すみ江） ありがとうござ

いました。今のことについて再質問を

させていただきます。この工事をする

ことによって、今言われた安全面とか

についてクリアできたのか、今後まだ

他 に も し て い く 必 要 が あ る の か ど う

かについて答弁をお願いします。  

○議長（林利幸）  紫雲苑場長。  

○紫雲苑場長（金田信一） 本工事に

お き ま し て 駐 車 場 危 険 箇 所 の フ ェ ン

スは全て囲うことができましたので、

こ れ で 駐 車 場 に 関 し て は 最 終 の 工 事

と考えております。  

○議長（林利幸）  瀧議員。  

○ 17 番（瀧すみ江） それでは、次の

中 項 目 ２  歳 出  ２ 衛 生 費  ３ 清 掃

費  ２塵芥処理費について。細項目１  

12 委託料の中継基地周辺地下水等検

査委託 40 万 7 千円について、どのよ

うな内容の検査を行ったのか、検査結

果 に 問 題 は な か っ た の か に つ い て 説

明を求めます。  

○議長（林利幸） 小八木中継基地場

長。  

○ 小 八 木 中 継 基 地 場長 （ 山 本 明 彦）  

それでは、お答えいたします。中継基

地 周 辺 地 下 水 等 検 査 委 託 業 務 の 検 査

内容は、小八木中継基地周辺４箇所の

井戸における水質について、一般廃棄

物 の 最 終 処 分 場 及 び 産 業 廃 棄 物 の 最

終 処 分 場 に 係 る 技 術 上 の 基 準 を 定 め

る省令  別表第１のうち、水素イオン

濃度、生物化学的酸素要求量、化学的

酸素要求量、浮遊物質量、全窒素、全

リ ン お よ び 大 腸 菌 群 数 の 生 活 環 境 項

目７項目を令和５年５月 12 日と８月

８日に測定しました。  

また、悪臭検査については、小八木

中 継 基 地 敷 地 境 界 の 臭 気 濃 度 を 令 和

５年８月８日に測定しました。  

検査結果は、いずれも異常は認めら

れず問題はございませんでした。  

○議長（林利幸）  瀧議員。  

○ 17 番（瀧すみ江） それでは、次の

中項目３に移らせていただきます。歳

出  ２ 衛 生 費  ３ 清 掃 費  ３ 塵 芥 焼

却場費  12 委託料の新ごみ処理施設

整 備 に お け る ご み 処 理 方 式 選 定 に 係

る調査検討委託 660 万円についてで
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す。細項目１  主要な施策の成果およ

び事務報告書の 23、 24 ページ、建設

推 進 室 の 所 に 記 載 が あ る よ う な 経 過

で 新 ご み 処 理 施 設 の 方 式 に つ い て は

調査中ですが、現在公表できる調査結

果について説明を求めます。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 現在実

施 し て お り ま す ご み 処 理 方 式 の 選 定

に係る追加調査につきましては、先に

ご案内しましたとおり、好気性発酵乾

燥 方 式 の 費 用 削 減 と 固 形 燃 料 需 要 先

の担保、この２点を中心に調査を進め

ているところでございます。  

 まず、費用削減の取組につきまして

は、プラントメーカーへアンケート調

査を実施し、さらにその回答内容につ

い て 何 度 も メ ー カ ー と ヒ ア リ ン グ や

意見交換を重ね検討を行いました。現

在、その結果を踏まえて最終的な数値

の取りまとめを行っており、現時点で

は ま だ 公 表 で き る 段 階 で は あ り ま せ

んが現状の手ごたえとしましては、前

回 調 査 で 特 に 懸 念 事 項 で あ っ た ラ ン

ニ ン グ コ ス ト に つ い て 大 幅 に 削 減 で

きそうな見込みでございます。  

また、固形燃料の需要先担保の取組

につきましては、昨年度に圏域内の企

業 に 対 し て 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 で 生

成されるＲＤＦの利活用を提案し、そ

の 市 場 性 を 調 査 し た と こ ろ 興 味 を 示

していただいた企業がいくつかあり、

Ｒ Ｄ Ｆ の 市 場 性 は ゼ ロ で は な い こ と

を確認しました。  

現在、さらに県内のＲＰＦ製造業者

に 対 し て Ｒ Ｐ Ｆ の 原 料 と し て 組 合 の

Ｒ Ｄ Ｆ ま た は フ ラ フ を ご 利 用 い た だ

くことについて協議を行っており、官

民 連 携 し て 固 形 燃 料 を 作 る こ と で 長

期 的 な 需 要 の 確 保 を 見 込 め る の で は

ないかと考えているところです。  

○議長（林利幸）  瀧議員。  

○ 17 番（瀧すみ江） それでは細項目

２  調 査 内 容 の 中 に 検 討 し て い る 処

理方式を５パターン挙げていますが、

焼 却 方 式 と 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 の ２

パ タ ー ン 以 外 の 処 理 方 式 に 決 定 す る

可能性についての見解を求めます。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平）  まず、

現 在 検 討 し て い ま す ５ パ タ ー ン に つ

いてご説明いたしますと、好気性発酵

乾 燥 方 式 に よ る ご み 燃 料 化 で 固 形 燃

料 を 作 る も の ま た は そ の 原 料 と な る

フラフを作るもの。そして、ストーカ

式の焼却方式、メタン発酵と焼却を組

み合わせたコンバインド方式。さらに、

こ れ ら の い ず れ の 方 式 に お い て も 施

設 建 設 費 が 高 額 で 現 時 点 で 財 政 的 に

捻 出 で き な い と い っ た 場 合 に 備 え て

中 継 施 設 を 整 備 し 民 間 の 処 理 施 設 へ

外部搬出するものとなっております。 

 こ れ ら の 中 で メ タ ン 発 酵 と 焼 却 の

コ ン バ イ ン ド 方 式 に つ い て 補 足 説 明

いたしますと、この方式は主に生ごみ

な ど の 有 機 性 廃 棄 物 を メ タ ン 発 酵 施

設で処理し、その過程で発生するメタ

ン ガ ス を 利 用 し て バ イ オ ガ ス 発 電 を

行 う と と も に メ タ ン 発 酵 に 適 さ な い

ご み や メ タ ン 発 酵 施 設 で の 発 酵 残 渣



  8 

を焼却炉で処理し、こちらでも熱回収

を行うという方式です。  

 いずれの方式におきましても、現在、

管 理 者 会 議 で の 議 論 を 始 め た ば か り

で す の で 焼 却 方 式 ま た は 好 気 性 発 酵

乾 燥 方 式 以 外 の 方 式 に 決 定 す る か の

可能性について、現時点でお答えする

ことはできませんが、メタン発酵と焼

却 の コ ン バ イ ン ド 方 式 に お い て 国 の

循 環 型 社 会 形 成 推 進 交 付 金 の 交 付 率

が 良 い こ と を 考 慮 し て も 施 設 建 設 費

用 が な お 高 額 と な り そ う な 見 通 し で

ありますことから、課題が大きいと感

じているところです。  

○議長（林利幸）  瀧議員。  

○ 17 番（瀧すみ江） 今の答弁に対し

て再質問をさせていただきます。私の

考えを含めてさせていただきます。今

の 段 階 で は 可 能 性 に つ い て は 不 透 明

だということですけれども、前の質問

の と き は 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 の 方 に

重 点 を 置 か れ て い る よ う な 答 弁 で し

た。でも、検討されている好気性発酵

乾燥方式の事業費は高額で、その上ご

み 処 理 段 階 で は Ｃ Ｏ ２ の 排 出 は 少 な

いものの、形成された固形燃料が燃や

さ れ る 段 階 で Ｃ Ｏ ２ が 排 出 さ れ る こ

と。出来上がった固形燃料の引取先の

見 込 み が 見 い 出 せ る よ う な 答 弁 を さ

れていましたけれども、リバースセン

タ ー な ど を 見 て も 全 国 に 引 取 先 を 探

しておられます。そのような県外に搬

出 し て お ら れ る 状 態 で い く つ か の 懸

念材料があります。できるだけごみを

分別して減量化することが必要です。

プラスチック類、古紙類は分別してリ

サイクルに回すとともに、生ごみを適

切 に 処 理 し 資 源 化 す る こ と が で き れ

ば、最終処分されるごみは本当に少な

くなりますし、ＣＯ２を削減させ地球

温 暖 化 を 止 め る 取 組 に 貢 献 す る こ と

になります。  

このようなことから言えば、先ほど

もお話に出ておりましたけれども、検

討 し て い る 処 理 方 式 の 中 で は メ タ ン

発 酵 と 熱 回 収 施 設 と リ サ イ ク ル 施 設

が こ れ か ら の 環 境 問 題 を 考 え れ ば 適

切 で は な い か と 考 え る わ け で す け れ

ども、こちらの方も同じ重きを置いて

検討し、今後の環境問題を見据えた選

択を求めますので、これに対する見解

を再度求めて質問を終わります。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 答弁さ

せていただきましたとおり、７月から

管 理 者 会 議 に お い て 組 合 の 中 で の 検

討、議論を始めているところでござい

ます。その中でパターン４のメタン発

酵 と 焼 却 の コ ン バ イ ン ド 方 式 で す け

れども、瀧議員がおっしゃられました

Ｃ Ｏ ２ の 削 減 と い う 観 点 で も 当 然 比

較をしております。ただ、ＣＯ２削減

という観点で申し上げますと、やはり

メ タ ン 発 酵 と 焼 却 施 設 は 燃 や す と い

う工程がございますことから、好気性

発 酵 乾 燥 方 式 の 処 理 方 式 と 比 べ る と

好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 の 方 が 断 然 Ｃ Ｏ

２ の 削 減 と い う 意 味 で は 効 果 が あ る

と考えております。  

 そ の 中 で 費 用 的 な と こ ろ と い う の
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も 比 較 の ポ イ ン ト と な っ て お り ま す

ので、そのあたり先ほど答弁の中で申

し上げましたとおり、コンバインド方

式は建設費用が高くなりそうで、交付

金 を 考 慮 し た 場 合 で も 高 く な っ て き

そ う な 見 通 し を 持 っ て い る と こ ろ で

ございます。  

いずれにしましても、好気性発酵乾

燥方式につきましては、固形燃料の需

要 先 の 部 分 は 議 員 が お っ し ゃ っ て お

り ま す よ う に 大 き な ポ イ ン ト と 認 識

を し て お り ま す の で 慎 重 に 議 論 を 進

めていきたいと考えております。  

以上です。  

○議長（林利幸） 次に、５番角井英

明議員。  

○５番（角井英明） 大項目１  ごみ

処 理 方 式 の 選 定 に 係 る 調 査 検 討 業 務

の中に「パターン４  メタン発酵＋焼

却方式 (ストーカ式 )」が追加されたこ

とについて質問します。８月９日の全

員協議会では、生ごみを使ったメタン

発 酵 ＋ 焼 却 方 式 は エ ネ ル ギ ー 回 収 率

が 高 い う え に 交 付 金 の 条 件 も 良 い の

で 検 討 に 加 え た と い う 説 明 だ っ た と

理解しました。好気性発酵乾燥方式は、

生 ご み を 燃 や さ ず に 有 効 活 用 す る や

り方で、この点、両者は共通します。 

好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 を 取 り 入 れ た

三豊市の横山市長は、ごみは資源であ

ると考えていた人でした。一方、メタ

ン 発 酵 を 取 り 入 れ て い る 福 岡 県 大 木

町は、多くの水分を含む生ごみは従来、

燃やせば済むというやり方でしたが、

そこから脱却しようと 2002 年までは

し尿、浄化槽汚泥は海洋投棄していた

そうですが、廃棄物処理法が改正され

て海洋投棄ができなくなり、それを契

機にし尿、浄化槽汚泥を使ったメタン

発酵を取り入れました。生ごみを資源

化する点は共通していますが、好気性

発 酵 乾 燥 方 式 と メ タ ン 発 酵 ＋ 焼 却 方

式の相違点についてお聞きします。  

中 項 目 １  好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 と

メ タ ン 発 酵 ＋ 焼 却 方 式 の 相 違 点 に つ

いて。細項目１  エネルギー回収率か

らみた両者の相違点は。  

全 員 協 議 会 で は メ タ ン 発 酵 ＋ 焼 却

方 式 が エ ネ ル ギ ー 回 収 率 に 優 れ て い

るとのことでしたが、エネルギー回収

率 か ら み た 両 者 の 相 違 点 を 教 え て く

ださい。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 好気性

発 酵 乾 燥 方 式 お よ び メ タ ン 発 酵 と 焼

却 の コ ン バ イ ン ド 方 式 の エ ネ ル ギ ー

回収率の相違点につきましては、国の

循 環 型 社 会 形 成 推 進 交 付 金 の 交 付 要

件 を 参 考 に ご 説 明 さ せ て い た だ き ま

す。  

まず、好気性発酵乾燥方式の交付要

件につきましては、発電効率または熱

回収率が 20％以上の固形燃料利用施

設 へ 持 ち 込 む こ と が 条 件 と な っ て い

ることから、最低でも 20％以上のエネ

ル ギ ー 回 収 率 を 前 提 と さ れ て い る と

ころです。  

一方、メタン発酵と焼却のコンバイ

ンド方式は、メタン発酵施設で 14％程

度。焼却施設は施設規模により異なり
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ますが、当組合の施設規模で 16.5％と

なっておりますので、好気性発酵乾燥

方 式 の 方 が エ ネ ル ギ ー 回 収 率 が 良 い

と考えております。  

さらに、好気性発酵乾燥方式の場合、

製 紙 工 場 等 の 産 業 用 ボ イ ラ ー 施 設 で

の燃料利用を想定した場合には、発電

に 加 え て 蒸 気 や 温 水 な ど 多 岐 に わ た

る熱利用が可能ですので、そういった

面でも、ごみそのものが持つエネルギ

ー を よ り 有 効 に 活 用 で き る も の と 考

えております。  

○議長（林利幸）  角井議員。  

○５番（角井英明）  細項目２です。

Ｃ Ｏ ２ の 削 減 か ら み た 両 者 の 相 違 点

は。両者とも燃やさない処理方式です

が、ＣＯ２の削減面からみた相違点を

教えてください。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） ＣＯ２

の 削 減 か ら み た 両 者 の 相 違 点 に つ き

ましては、ごみ処理施設の中でごみを

燃 や す 工 程 が あ る メ タ ン 発 酵 と 焼 却

のコンバインド方式に対し、好気性発

酵乾燥方式は、いわゆる燃やさない方

式でございます。  

また、好気性発酵乾燥方式の場合は、

生 成 し た 燃 料 を 化 石 燃 料 の 代 替 燃 料

として利用することもあり、好気性発

酵 乾 燥 方 式 の 方 が Ｃ Ｏ ２ の 削 減 に 大

きく寄与するものと考えております。 

○議長（林利幸）  角井議員。  

○５番（角井英明） 先ほどの瀧議員

の質問と関連するんですけど、ＣＯ２

の 削 減 面 か ら み た ら コ ン バ イ ン ド 方

式 よ り 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 の 方 が Ｃ

Ｏ ２ の 削 減 が で き る と い う 答 弁 だ っ

たと思うんですが、固形燃料にして需

要 先 に 入 れ た ら そ こ で 燃 や す の で す

から、それも考えるとメタン発酵＋焼

却 方 式 よ り Ｃ Ｏ ２ の 削 減 面 で 優 れ て

い る と は 言 え な い の で は な い か と 思

うのですが、そこらへんの客観的な数

値とかがあるのでしょうか。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 前回調

査 で も お 示 し を さ せ て い た だ い た と

ころでございますけれども、前回調査

におきましては、コンバインド方式と

い う と こ ろ で は な く て 焼 却 方 式 と 好

気 性 発 酵 乾 燥 方 式 を Ｃ Ｏ ２ の 削 減 効

果で比べたという部分ですけれども、

好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 で 出 来 る 固 形 燃

料につきましては、化石燃料の代替と

し て 利 用 し て い く と い う こ と で ご ざ

いますので、石炭などの化石燃料を燃

やす部分のＣＯ２と比べたときに、当

然、そこの代替として例えばＲＤＦや

Ｒ Ｐ Ｆ を 利 用 す る と い う こ と で の 削

減 効 果 を 含 め て 試 算 を し て お り ま す

のでそういった意味でいいますと、コ

ン バ イ ン ド 方 式 よ り も 好 気 性 発 酵 乾

燥 方 式 の 方 が Ｃ Ｏ ２ の 削 減 効 果 は 高

い と い う ふ う に 考 え て い る と こ ろ で

ございます。  

○議長（林利幸）  角井議員。  

○５番（角井英明）  再質問ですが、

Ｃ Ｏ ２ の 削 減 が 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式

の方が高いとなれば、この方式もコン

バ イ ン ド 方 式 と 同 じ く ら い 国 は 循 環
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型 社 会 形 成 推 進 交 付 金 を 出 さ な く て

はいけないと思うのですが、そうでは

ないですよね。コンバインド方式の方

が交付率も高いですし、その点はどう

考えたらいいのでしょうか。国のこと

か も し れ な い で す け ど 教 え て く だ さ

い。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 今、議

員がおっしゃっていただいた部分は、

ま さ に そ の 通 り だ と 私 ど も と し て も

思っているところでございます。例え

ば 国 の 方 で 出 さ れ て お り ま す 廃 棄 物

処 理 施 設 整 備 計 画 が ご ざ い ま す け れ

ども、こちらの中でＣＯ２削減という

部分につきましては、最新の計画にお

い て は 重 要 な ポ イ ン ト に 置 か れ て お

ります。その中では、焼却施設であれ

ば 300 トン以上の大規模な施設を建

設 す る こ と を 基 本 指 針 と し て 置 い て

おかれ、当組合のような 300 トン以上

の規模が難しい地域においては、メタ

ン 発 酵 の 施 設 を 組 み 入 れ た り 私 ど も

の よ う な ご み 燃 料 化 の 施 設 と い う よ

うなところで、地域の特性に応じた廃

棄 物 系 の バ イ オ マ ス の 利 活 用 を 推 奨

されているかたちになっております。 

そういった意味で申しますと、交付

金の交付率をみたとき、メタン発酵と

焼 却 の コ ン バ イ ン ド 方 式 と 同 等 の 支

援、交付率があってもよいのではない

か と 考 え て い る と こ ろ で ご ざ い ま す

し、今後そういったことも要望してま

い り た い と い う ふ う に 考 え て お り ま

す。  

以上で終わります。  

○議長（林利幸）  角井議員。  

○５番（角井英明） 中項目２  好気

性 発 酵 乾 燥 方 式 と メ タ ン 発 酵 ＋ 焼 却

方式の今後の可能性、発展性について。

細項目１  両者の今後の可能性、発展

性は。三豊市に続く好気性発酵乾燥方

式 を 採 用 す る 自 治 体 が 出 て き て い ま

せん。当組合の調査検討で判明したよ

うに予想以上の事業費の高さ、固形燃

料の受入先の確保等、様々な課題で二

の足を踏んでいるのでしょうか。  

一方、環境省のホームページを見る

とメタンガス化施設は全国で 42 施設

あり、国もＣＯ２を増やさないカーボ

ン ニ ュ ー ト ラ ル の 面 で 後 押 し を し て

います。  

両 者 の 今 後 の 可 能 性 や 発 展 性 に つ

いての見解を教えてください。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 令和５

年６月 30 日に国で閣議決定された廃

棄 物 処 理 施 設 整 備 計 画 に お き ま し て

は、焼却による熱回収施設を整備する

場 合 に は エ ネ ル ギ ー 利 活 用 の 観 点 か

ら日量 300 トン以上の施設の大規模

化を推奨されており、当組合のように

そ の 規 模 で の 大 規 模 化 が 難 し い 地 域

においては、燃料化やメタン発酵など

地 域 の 特 性 に 応 じ て 効 果 的 な エ ネ ル

ギ ー 回 収 技 術 の 導 入 を 検 討 す る よ う

求められています。そのため、好気性

発 酵 乾 燥 方 式 お よ び メ タ ン 発 酵 と 焼

却 の コ ン バ イ ン ド 方 式 の い ず れ に つ

きましても、今後、国の支援が拡充さ
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れ る 可 能 性 は 十 分 に あ る と 考 え て お

りますし、導入実績が増えてくると技

術 面 で の 発 展 も 期 待 で き る と こ ろ で

ございます。  

なお、好気性発酵乾燥方式につきま

しては、三豊市に続く施設として四国

地 方 の ３ つ の 自 治 体 が 既 に 導 入 を 決

定されており、現在、施設建設に向け

た検討を進められております。  

また、メタン発酵と焼却のコンバイ

ンド方式につきましては、全国で少な

く と も ６ つ の 施 設 が こ の コ ン バ イ ン

ド 方 式 で 整 備 さ れ て い る と こ ろ で ご

ざいます。  

○議長（林利幸）  角井議員。  

○５番（角井英明） ありがとうござ

います。これからの世代に持続可能な

環境を残すのは、私たちの責任です。

ご み を 削 減 し て 燃 や さ ず に 資 源 化 す

る。そのことが大切ですし、建設費や

維 持 管 理 費 も 処 理 方 式 を み る 大 き な

要素だと思います。はじめに述べた人

口 1 万 4 千人の福岡県大木町は人口

10 万人未満の自治体の中でリサイク

ル率が 60％以上と全国で６番目に高

く、このことで毎年約 3 千万円の予算

の削減をしています。その結果、町民

の中に燃やすごみを減らすことは、家

計 を 助 け る こ と に な る と い う 基 本 が

生まれていると聞いています。視察し

た 三 豊 市 で も 分 別 に 力 を 入 れ て い る

ということでしたが、生ごみとプラス

チ ッ ク を 一 緒 に ご み と し て 出 す と い

う回収方法は、ごみの削減面から見る

とどうなのでしょうか。大木町は燃や

せば済むからの脱却でしたが、好気性

発 酵 乾 燥 方 式 は ご み と し て 出 せ ば 済

む に な る 可 能 性 が あ る の で は な い で

しょうか。なぜなら生ごみと汚れたプ

ラスチックを一緒に出すからです。大

木 町 の よ う に 生 ご み は 生 ご み と し て

処理する方が、ごみを削減するという

面 で こ れ か ら の 処 理 方 式 と し て ふ さ

わしいと考えますが、見解をお願いし

ます。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 生ごみ

も 含 め た 市 町 で の 収 集 区 分 に つ き ま

しては、一次的には１市４町の各市町

で ご 検 討 い た だ く と い う 部 分 で ご ざ

いますけれども、当然、新施設の整備

と い う 部 分 と 深 く 関 わ っ て ま い る こ

とになります。  

例 え ば 容 器 包 装 プ ラ ス チ ッ ク に つ

い て ４ 町 も 彦 根 市 と 同 じ よ う な か た

ち で 収 集 区 分 を 変 更 す る 予 定 を し て

おりますけれども、現時点で生ごみを

分 別 収 集 す る 方 針 は 聞 い て お り ま せ

んので、施設整備に当たりましては、

そ う い っ た 前 提 で の 検 討 は し て い な

いところでございます。  

○議長（林利幸） 続いて、８番今村

恵美子議員。  

○８番（今村恵美子） それでは、質

疑と一般質問をやりたいと思います。

まず、質疑の方で大項目１  議案第５

号  令和５年度 (2023 年度 )彦根愛知

犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 歳 入 歳 出

決算について。中項目１  歳入  分担

金及び負担金について。細項目１  各



  13 

運営費に係る市町負担金の計算式、根

拠はということでお尋ねします。  

○議長（林利幸）  総務課長。  

○総務課長（高橋大） 各管理運営経

費に係る市町負担金の計算式、根拠に

つきましては、斎場管理分、投棄場管

理 分 、 建 設 推 進 室 分 に 分 け て 均 等 割

20％、人口割 80％。また、中継施設管

理分につきましては、均等割 18％、人

口割 30％、利用割 52％の割合で計算

しております。  

なお、令和５年度の根拠数値として、

人 口 に つ い て は 令 和 ２ 年 の 国 勢 調 査

人 口 を 利 用 割 に 用 い る 不 燃 ご み 搬 出

量は令和３年 10 月から令和４年９月

の実績を用いております。  

また、これらの計算方法および割合

についての根拠につきましては、彦根

愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 規 約 お よ び 彦

根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 負 担 金 に 関

す る 条 例 で そ れ ぞ れ 規 定 さ れ て お り

ます。以上です。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 今、課長の方

から答弁がありましたけれども、彦根

愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 負 担 金 に 関 す

る条例の第１条には、「彦根愛知犬上

広域行政組合規約  第 12 条第２項第

１ 号 か ら 第 ３ 号 ま で の 条 例 で 定 め る

負担金の割合は、均等割を 20％とし、

人口割を 80％とする。」と書かれてい

るのですけど、これから我が国はずっ

と 人 口 減 少 社 会 が 続 い て い く わ け で

すよね。私は、１市４町の当組合の運

営経費を 100％人口割で計算する方が、

彦 根 に 住 ん で い た ら １ 人 当 た り の 負

担金は少なくて、町に住めば１人当た

りの負担金は上がる。これって非常に

不 公 平 な 条 例 規 約 だ と 思 う の で す け

ど、そういった面で、この問題は長ら

く 改 善 す べ き じ ゃ な い か と 提 案 し て

きていますが、当組合において、この

ような均等割、人口割の設定をし続け

る原因は何なんでしょう。それを説明

してください。  

○議長（林利幸）  総務課長。  

○総務課長（高橋大） 当組合が均等

割 を 採 用 し て い る 理 由 に つ き ま し て

は、構成市町の人口規模や利用状況に

関 わ ら ず 対 等 平 等 に 負 担 す べ き 基 礎

的 な 経 費 が 発 生 す る こ と や 構 成 市 町

が 等 し く 事 業 に 参 加 し て い る こ と を

踏まえれば、社会通念上は適正である

と解釈しており、一概に人口のみをも

っ て 負 担 金 を 算 出 す る も の で は な い

と考えております。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 再々質問です。

今、基礎的な部分を応分の負担割合に

して、これが社会通念上問題あるとは

考 え な い と い う 答 弁 を お 聞 き し ま し

たが、でも、よく考えてください。人

口の多い自治体とその規模が 10 分の

１ 程 の 自 治 体 と 基 礎 的 な 部 分 と い っ

たって、この広域行政組合というのは

広 域 に し て 関 係 市 町 の 住 民 間 の ご み

行 政 ま た は 火 葬 業 務 な ど を 効 率 よ く

行い、負担を減らしていこうというこ

と で 出 発 し て い る 組 合 だ と 思 う ん で

す。そういうことを考えたら、全部の
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事 業 費 が 基 礎 的 な 部 分 と な る わ け じ

ゃないですか。だからその辺の認識が

私はおかしいと思うんです。なかには

彦 根 市 か ら 町 の 方 に 引 っ 越 し て く る

方もいる。また、町から彦根市に行く

方もいる。そういった観点に立てば、

こ の 管 内 に い る 住 民 全 体 が 広 域 行 政

組 合 の 行 政 サ ー ビ ス を 受 け る わ け で

す。そんなことを考えられませんか。 

○議長（林利幸）  総務課長。  

○総務課長（高橋大） やはり各市町

が 等 し く 事 業 に 参 加 し て い る こ と を

踏まえれば、人口規模に関わりなく均

等 に 負 担 す べ き 経 費 が 発 生 す る と 考

えておりますので、ご理解いただきま

すようお願いいたします。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 次にいきます。

細項目２  同一サービス、同一負担の

原 則 か ら 逸 脱 し て い な い か と 質 疑 を

させていただきたいと思います。我が

国の最高法規は憲法です。それを受け

て 地 方 自 治 法 な ら び に 広 域 行 政 組 合

の 条 例 や 規 則 も 上 位 法 を 優 先 に そ の

範 囲 で 規 則 な ど が 作 ら れ る と 思 う の

ですけど、こういったことを考えると、

こ の 組 合 は 彦 根 市 に は 非 常 に サ ー ビ

ス が 良 く て ４ 町 に 対 し て は 負 担 が 重

い と い う 負 担 金 の 仕 組 み に な っ て い

ることが、憲法からしても逸脱してる

んじゃないかなと思うんですけど、ど

うお考えになりますか。  

○議長（林利幸）  総務課長。  

○総務課長（高橋大） 先ほどもご答

弁申し上げましたとおり、当広域行政

組 合 の 管 理 運 営 経 費 に 係 る 市 町 負 担

金の計算につきましては、均等割、人

口 割 お よ び 利 用 割 に よ り 算 出 す る こ

ととなっております。  

なお、これらの算出方法等を決定す

る 過 程 な ら び に 各 年 度 の 予 算 編 成 過

程におきまして、当広域行政組合議会

や構成市町での議論、合意を経て執行

されておりておりますので、一概に同

一サービス、同一負担により市町負担

金 を 算 出 す る も の で は な い と 考 え て

おります。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 見解が全然違

うというのが分かりました。けれども、

こ れ か ら 広 域 行 政 組 合 の あ り 方 が 本

当 に 問 わ れ て く る 時 代 だ と 思 う ん で

すよ。我が国の人口減少は、国の無策

によりどんどん進んでいます。当組合

においても、人口が減ればごみも減る

し紫雲苑の火葬業務も減るんですよ。

彦根市も当然、人口減少がくると思い

ますけど、より少なくなるところの負

担が大きくなるというのは、国の施策

でもナショナルミニマムといって、ど

こ に 住 ん で い よ う が 国 民 は 全 て 同 じ

行政サービスを受けられる。これは憲

法の基本だと思うんですよ。基本的人

権に関わる問題ですし、生存権に関わ

る問題だと思うのですけど、こういっ

たことで、今の当組合の負担割合を変

更していく、管内の全ての住民に対し

て公平平等にしていく、こういったお

考えの検討はされませんか。  

○議長（林利幸）  総務課長。  
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○総務課長（高橋大） 議員ご指摘の

とおり、均等割を採用することで市町

負担金につきましては、人口規模が小

さ い 自 治 体 ほ ど 人 口 １ 人 当 た り の 負

担 金 が 高 く な る こ と は 認 識 し て お り

ます。しかしながら、これまで議会で

も答弁しておりますとおり、均等割の

採用につきましては、構成市町の人口

規 模 や 利 用 状 況 に 関 わ ら ず 対 等 平 等

に 負 担 す べ き 経 費 が 発 生 し て い る こ

と や 構 成 市 町 が 等 し く 事 業 に 参 加 し

ていることを踏まえれば、社会通念上

適正であると認識しております。  

また、同一サービス、同一負担につ

き ま し て ご 質 問 い た だ い て お り ま す

が、サービスを受ける際、施設を利用

する際の負担金、使用料につきまして

は、斎場に係るものについては斎場の

設置および管理に関する条例、小八木

中 継 基 地 に 係 る も の に つ い て は 一 般

廃 棄 物 中 継 施 設 の 設 置 お よ び 管 理 に

関する条例において、それぞれ使用料

の負担額が定められており、斎場の利

用 に 係 る 使 用 料 に つ い て 一 部 管 外 の

者 の 利 用 料 が 異 な り ま す が 管 内 住 民

であれば同一サービス、同一負担とな

っておりますので、ご理解いただきま

すようお願いいたします。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 料金等は広域

行 政 組 合 で や っ て い る 事 業 だ か ら 当

たり前じゃないですか。私が言いたい

のは、ごみ処理施設の整備に係る部分

は 均 等 割 を 時 期 的 に 少 し ず つ 減 ら す

と い う こ と が 書 い て あ り ま す け れ ど

も、基本的にそういう発想はやめるべ

き じ ゃ な い か な と 思 っ て い る と こ ろ

です。今日はそういう点で見解が全然

違いますので、次の質問にいきます。 

 中 項 目 ２  歳 出  斎 場 管 理 費 の 残

骨灰処理委託についてでございます。

細 項 目 １  業 務 委 託 の 入 札 方 法 の 理

由 と 落 札 金 額 の 根 拠 を 説 明 し て く だ

さい。  

○議長（林利幸）  紫雲苑場長。  

○紫雲苑場長（金田信一） 残骨灰処

理 委 託 業 務 の 入 札 方 法 の 理 由 と 落 札

金額の根拠についてお答えします。  

残 骨 灰 処 理 委 託 業 務 の 入 札 方 法 に

ついては、地方自治法施行令第 167 条

の ２ 第 １ 項 第 １ 号 お よ び 彦 根 愛 知 犬

上広域行政組合契約規則第 19 条第１

項により、予定価格が 50 万以下であ

る た め 随 意 契 約 と し 彦 根 市 の 入 札 参

加資格者名簿より 15 者へ見積依頼し

ております。  

なお、委託要件として運搬した全て

の残骨灰を処理することができ、最終

供養地が紫雲苑から半径 100 ㎞以内

であることとし、また、令和５年度よ

り処理過程で生じる有価物、金、銀、

プラチナ、パラジウムは売却して指定

す る 口 座 に 入 金 す る こ と と し て お り

ます。  

落札金額の根拠については、15 者へ

見 積 依 頼 を し ま し た と こ ろ ８ 者 が １

円での見積りであり、くじ引きにより

落札者を決定しております。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 先日、紫雲苑
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にお伺いして、場長に現場の説明をし

ていただきました。私が思うのは、彦

根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 に 契 約 規 則

がありますけれど、基本的には随意契

約におきましても予定価格の設定、当

組合が発注する契約ですから、そうい

うことをすると。それにも関わらず、

や ら な い 場 合 と い う の が た だ し 書 き

でありましたけれども、50 万円以下の

仕 事 だ か ら 見 積 り は 予 定 価 格 の 提 示

もしない。15 者の見積業者も見積書を

持ってくるわけでしょ。それで落札金

額がたった１円。よく国でされていた

談合のケースですよね。今回、有価物

の売却益 350 万円が組合に入ってき

たと決算に書いてあるんですけど、こ

れ っ て 本 来 は 非 常 に 問 題 が あ る ん じ

ゃないでしょうか。業者が１円で年に

４回処理するところに持って行って、

灰 の 中 の 有 価 物 を 分 別 し て 換 金 す る

業 務 の 委 託 を 受 け て い る わ け じ ゃ な

いですか。これは民間である以上、赤

字 の ボ ラ ン テ ィ ア で す る わ け が な い

んですよね。広域行政組合は随意契約

が多いですけど、やはり見積りにして

もその中身は、正確さと公金でやる事

業 で す か ら 慎 重 な 対 応 が 必 要 だ と 思

いますが、その点についてはどう思わ

れますか。  

○議長（林利幸）  紫雲苑場長。  

○紫雲苑場長（金田信一）１円での見

積りについてですが、残骨灰には金、

銀、プラチナ、パラジウムの他に棺に

使 わ れ て い ま す 釘 類 な ど の 鉄 や 台 車

の 耐 久 性 を 持 続 さ せ る た め に 使 用 し

て い る 石 灰 の よ う な 台 車 保 護 剤 な ど

があります。関係業者に聞きますと、

これらのものも売却できること、また、

他 の 自 治 体 へ の 参 入 実 績 の 確 保 の た

め に １ 円 で 請 け 負 っ て い る と い う 話

を聞いております。  

 入札についてですが、現状は地方自

治法施行令第 167 条の２第 1 項第１

号 等 に よ り 随 意 契 約 で 彦 根 市 の 入 札

参 加 資 格 者 名 簿 の 中 か ら 見 積 依 頼 を

しておりますが、一般競争入札を行う

こ と で 広 く 公 募 を し て 公 正 に 入 札 を

行うことができ、要件を満たしている

業者は全て応札ができます。しかし、

残 骨 灰 処 理 業 務 は 火 葬 さ れ た 故 人 の

尊 厳 を 尊 重 す る こ と を 第 一 と し て お

りまして、丁重に残骨灰を扱うことを

前提として考えております。これらの

ことをふまえると、ある程度の条件を

付 け る 必 要 も あ る と 考 え て お り ま す

が、今後、より良い業者選定方法につ

い て 一 般 競 争 入 札 も 含 め て 検 討 し て

まいりたいと思います。以上です。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 今の場長の説

明は、随意契約の見積りを彦根市の業

者 に 出 し て も ら っ て い る み た い な 言

い方をされたのですが、当組合が発注

する委託業務それから物品購入、整備

さ れ よ う と し て い る 新 ご み 処 理 施 設

と か の 大 型 工 事 と か い ろ ん な も の が

ありますけれど、基本は彦根愛知犬上

広 域 行 政 組 合 管 内 の 業 者 の 中 で 平 等

に 指 名 な り 見 積 参 加 を や っ て い か な

いと、これははっきりと言って、業者
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談合の温床になるし、また、そういう

入 札 が 繰 り 返 さ れ れ ば 入 札 担 当 職 員

と の 癒 着 も 世 間 で は よ く 出 て く る 問

題としてありますよね。やはり公金を

使って仕事を委託するわけですから、

も っ と 中 身 の 透 明 性 を 図 っ て 業 者 に

対して公平、対等に機会を与える。こ

う し た 中 身 の 改 善 を し て い か な い と

いけないとつくづく思うんです。先ほ

ど の 答 弁 で 検 討 し て い く と い う こ と

ですが、これは最低制限価格がないか

ら１円でいけるんですよね。それこそ

おかしいなと思いますし、検討してい

ただきたいなと思いますが、いかがで

すか。  

○議長（林利幸）  紫雲苑場長。  

○紫雲苑場長（金田信一） 今村議員

がおっしゃられたことも含めまして、

今後検討してまいりたいと思います。 

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子）  続きまして、

大 項 目 ２  人 口 減 少 社 会 に お け る 公

共施設のあり方について、および地球

温暖化対策、ＣＯ２削減の推進につい

て。中項目１  人口減少社会における

公共施設のあり方について。細項目１  

新 ご み 処 理 施 設 整 備 に 係 る 後 年 度 負

担をいかに減らすのかというのが、今

回 の 新 し い 整 備 に 係 る 当 組 合 に か か

っ て い る 大 き な 課 題 だ と 思 う ん で す

が、この件について説明お願いします。 

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 現在実

施 し て い る ご み 処 理 方 式 の 選 定 に 係

る追加調査におきましては、議員ご指

摘 の 将 来 に 渡 る 負 担 を い か に 減 ら す

の か と い う 観 点 で 各 パ タ ー ン を ラ イ

フ サ イ ク ル コ ス ト で 比 較 す る こ と と

しており、その結果を踏まえて組合の

方 針 を 決 定 し て ま い り た い と 考 え て

おります。  

また、検討に当たりましては、今後

の人口減少やごみ量の減少など、社会

の変化を十分に想定した上で、当圏域

に 適 し た ご み 処 理 方 式 お よ び 施 設 規

模を決定してまいります。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 一般的なお話

でしたけど、当組合において後年度負

担、これは先ほど国の交付金も多少あ

て に す る と い う 話 を し て お ら れ ま し

たけど、やはり日本は人口減少社会と

なって、これから人数がどんどん減っ

ていくわけじゃないですか。こうした

と き に み ん な が 利 用 で き る 公 共 施 設

を建てるにしても、最大限、後年度負

担 を 減 ら す 方 向 で 施 設 の 整 備 を 考 え

て い く の が 当 た り 前 だ と 思 う ん で す

けど、そういった面でいろんな指標を

み て 今 後 の 検 討 に 入 れ て い く と い う

一般的な答弁でしたけど、1 市４町の

今後 10 年後の人口減少状況をどうい

うふうに判断されているんですか。  

○議長（林利幸） 今村議員に申し上

げます。少し内容が外れてきておりま

すので、内容を整理して発言していた

だくか、次の質問に移ってください。 

○８番（今村恵美子） 人口減少問題

を言っているんです。だから当組合の

分 析 状 況 ぐ ら い は し ゃ べ れ る ん じ ゃ
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ないの。国の人口問題研究所で指標は

一応出ているわけですから、組合にど

う い う 影 響 が あ る の か ぐ ら い は 話 せ

るでしょ。  

○議長（林利幸）  管理者。  

○管理者（和田裕行） 人口減少でい

えば彦根は持ちこたえております。何

と か 転 入 等 で ギ リ ギ リ 持 ち こ た え て

いるとこです。町の方では多賀町さん

が だ い ぶ ん 頑 張 っ て 維 持 さ れ て お ら

れますし、甲良町さんは減ってきてい

るかなと認識はしています。  

質 問 し て い た だ い て る 当 圏 域 の 人

口減少社会は、私も非常に重要である

と考えております。それも含めてさっ

き答弁ありましたように、この焼却方

式について検討しております。単純な

ス ト ー カ 方 式 で す と そ の 時 に 要 求 さ

れ る 規 模 の 施 設 が 当 然 必 要 に な り ま

すので、例えばごみが減ったあるいは

人口が減少したときには、ごみを買わ

ないといけなくなる。これは本当です。

だからそういうことのないように、い

ろ ん な 方 式 を 検 討 し て い る と い う こ

とは申し上げておきたいと思います。 

大 事 な こ と な の で 時 間 を 取 ら せ て

言わせてもらいますけど、先ほどから

も答弁である内容ですが、閣議決定さ

れているんです。300 トン以下は基本

的 に 燃 や す 方 式 を つ く ら さ な い と い

う。我々の圏域で 300 トン集めること

は、ほぼ無理です。２区全部足すくら

いの規模になのかな。それぐらいを１

箇所に集めるとなると、今度は運搬の

費用が高くなり、これはほぼ無理です。

閣議決定されているのは、先ほど角井

議 員 も お っ し ゃ っ て い た だ い た よ う

に、メタン発酵や燃料化方式、これを

国の方が進めるようにと。ちょっと環

境省が遅れていて、メタンの方が優遇

措置がついていて、まだ実例が少ない

ということもありますが、これはしっ

かりと今も要望しておりますし、必ず

交 付 金 ２ 分 の １ を 目 指 し て 取 っ て い

き た い と い う ふ う に 思 っ て 進 め て お

ります。  

 それと遡って申し訳ないのですが、

人口減少のことで人口割 100％にする

べきだといわれるんですが、４町と彦

根市は対等なんです。町として存続し

ているんです。全部が僕らの税金で彦

根市が運用していたら、それはおっし

ゃる通りなんですが、我々は総務省が

決 定 し て 割 り 当 て て い る 一 定 の 交 付

金があるんです。町もごみをしなさい

よとか、いろんなのをしなさいよと。

その中からご負担いただかないと、全

部 各 市 町 で 人 口 割 し よ う と い う こ と

でしたら、例えば彦根市立病院は彦根

市だけで運営させてもらっています。

あるいは今後、上水道、下水道があり

ますが、技師不足となって今度我々が

中心となってやっていきます。そうい

っ た と こ ろ で 広 域 で 中 心 と な っ て 定

住自立圏もそうなんですけど、やらせ

ていただいています。そこで合理的な

額として今回 20％というのを出させ

ていただいているので、なんでもかん

でも 100％ということでしたら国のや

り 方 か ら 変 え て い か な い と 無 理 な ん
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です。各町が存続しているじゃないで

すか。それに対して国が半分くらい交

付金を出してるんです。町の割合の方

が多いんです。そういった中から均等

割を出しているので、なんでもかんで

も 人 口 割 と い う の は ち ょ っ と で き な

い と い う の は ご 理 解 い た だ き た い と

思います。見直すべきだというなら、

是非、条例を議員提案で出していただ

いて、また広域の議会で議論いただけ

ればと思いますけれども、１市４町の

関 係 は そ ん な 単 純 じ ゃ な い と い う の

だけ分かってください。納得いただけ

てないとは思いますけども。  

 人口に関しては、ものすごく危機感

を持っているので、どれだけごみの減

量 を 見 込 ん で 施 設 を つ く っ た と し て

も足りなくなります。足りなくなると、

空で燃やすことができないので、ごみ

を買うことなる。この事態を避けたい

と思って検討しています。これが一番

ご み 処 理 に 関 し て の 人 口 問 題 に 対 す

る回答だと僕は思います。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 地方交付税に

は、ごみ処理業務とか交付金の算定基

準があり、市町同等に基準に沿ってお

り て き て い る と い う 管 理 者 の 説 明 は

分かっています。しかし、広域行政組

合という組織の中でやる運営費、こう

い っ た 問 題 は 別 の 問 題 だ と 私 は 考 え

ております。  

 次 に 細 項 目 ２  新 施 設 の 長 寿 命 化

の展望、これについて説明を求めます。 

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 先ほど

も ご 紹 介 さ せ て い た だ き ま し た 国 の

廃棄物処理施設整備計画では、施設の

整備に当たっては、その費用が財政を

圧迫することがないよう長寿命化、延

命 化 を 含 め た 維 持 管 理 や 計 画 的 か つ

合 理 的 な 施 設 整 備 を 行 う よ う 求 め ら

れています。当組合の新施設におきま

しても、供用開始後には適正に施設の

維持管理を行い、計画的に設備更新す

るなど、できるだけ長期間にわたり安

定 的 に 運 営 し て ま い り た い と 考 え て

おります。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 公共施設の延

命化、長寿命化というのは、国も地方

も ど こ で も 叫 ば れ て い る こ と な ん で

すが、国の交付金のやり方というのは

最 新 鋭 の 大 型 プ ラ ン ト を 入 れ た ら 交

付金の割合を２分の１にするとか、い

ろんなことを各地方自治体、行政組合

にちらつかせているわけですけど、現

実 的 に は そ う い う 大 き な 施 設 を つ く

れば、ランニングコストが跳ね上がる

の は ご く 当 た り 前 の こ と だ と 思 う ん

です。火葬場を大きくした紫雲苑でも

令和５年度決算の修繕費 2,300 万円

は大きいですよね。ですから長寿命化

の展望というのは、お金をかけず使い

続 け ら れ る 施 設 が 私 は 必 要 だ と 考 え

ておりますが、その点についてどう思

っておられますか。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 繰り返

しの答弁になりますけれども、新施設



  20 

供 用 開 始 後 に は 議 員 が お っ し ゃ る よ

うに適正に施設の維持管理を行い、計

画的に設備更新するなど、できるだけ

長 期 間 に 安 価 で 安 定 的 に 運 営 し て い

きたいというところでございます。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 次に移ります。 

中項目２  地球温暖化対策、ＣＯ２削

減の推進について。細項目１  ごみの

減 量 化 が １ 市 ４ 町 で 重 要 な 問 題 だ と

思うんです。先ほど管理者が、「ごみ

が 足 り な く な っ た ら ご み を 買 う こ と

になる。」と言われましたが、そんな

施設は要らないんです。やっぱりごみ

の減量化に耐えうる施設、最終的にご

みをなくしていける施設。こういった

こ と で Ｃ Ｏ ２ を 減 ら し て い く こ と に

ついてどう思っておられますか。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） ごみの

減 量 化 に お け る １ 市 ４ 町 の 将 来 見 通

しにつきましては、１市４町で策定さ

れ て お り ま す 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 一 般

廃 棄 物 ご み 処 理 基 本 計 画 に お き ま し

て、2031 年度 (令和 13 年度 )に 2019 年

度 (令 和 元 年 度 )の ご み 量 実 績 値 か ら

15％ 減 量 す る と い う 目 標 が 示 さ れ て

おります。各市町におかれましては、

現在、目標達成に向けてごみの減量に

取り組まれており、当組合におきまし

ても、その目標数値を基に施設の規模

お よ び 費 用 の 算 定 を 進 め て い る と こ

ろです。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 政府はパリ協

定でＣＯ２の削減目標を 2030 年度に

2013 年度比マイナス 26％としており

ますが、当組合においてはごみ行政か

らのＣＯ２の排出を 2030 年に１市４

町で 15％の削減を実現するという目

標なんです。国が国際協約に署名して

いますが、これで十分にいけるという

ふうに判断されているんでしょうか。 

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 今ほど

ご答弁申し上げましたのは、ＣＯ２の

排出量ではございません。ごみの減量

目標というところでございます。ごみ

の減量目標としまして 2031 年度には

2019 年度から比べて 15％減量すると

い う 目 標 を 立 て ら れ て い る も の で ご

ざいます。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） だからごみの

15％ 減 量 で 日 本 が 世 界 に 向 か っ て 協

定に準じた 2030 年の 26％ＣＯ２削減

に 国 と し て 公 共 部 門 の ご み 行 政 な ん

かそういった問題で、このくらいの規

模 で い い と い う の を 政 府 の 方 か ら 全

体 公 共 事 業 か ら い く ら 削 減 す る か の

割合もあると思うんですけれども、当

組 合 の 業 務 で は 何 ％ く ら い を 削 減 で

きるということで 15％の削減とか、目

安や目標は言われているんでしょ。そ

のへんを教えてください。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 当組合

の 新 ご み 処 理 施 設 の 建 設 と い う 部 分

で取り組んでおりますのは、当然ごみ

量 が 減 っ て き ま す と 一 般 的 に は 当 然
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Ｃ Ｏ ２ の 排 出 と い う 部 分 で も 減 っ て

く る と い う ふ う に 考 え ら れ る と 思 い

ます。ＣＯ２の削減というのは、少し

で も 進 め て い き た い と い う 思 い の 中

で、今、処理方式の検討におきまして

ＣＯ２、温室効果ガスの排出量という

と こ ろ の 項 目 も 各 パ タ ー ン に よ る 違

い を 比 較 検 討 し て い る と こ ろ で ご ざ

います。そういったところは重要なポ

イ ン ト と い う ふ う に 考 え て お り ま す

の で 慎 重 に 検 討 し て い き た い と 考 え

ております。以上です。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 次に行きます。

細 項 目 ２  住 民 参 加 型 で 民 主 的 な １

市 ４ 町 管 内 の 住 民 さ ん を 含 め た 民 主

的 な 検 討 を 新 ご み 処 理 施 設 で も 何 回

頓挫したか分からない話ですが、そう

い う 中 で 将 来 に 禍 根 を 残 さ な い た め

には、広く管内の人たちの知識やご意

見を伺う、こういった民主的な新ごみ

処 理 施 設 の 参 加 型 の 検 討 を し て い た

だきたいと思っていますが、これにつ

いてどう思われますか。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 現在実

施している追加調査の結果を受けて、

10 月中に施設整備に係る当組合の方

針 を 決 定 し 組 合 議 員 の 皆 様 に ご 報 告

さ せ て い た だ く こ と を 予 定 し て お り

ます。その後、各市町の議会に持ち帰

ってご議論いただくことや、施設整備

基 本 計 画 の 改 定 の 際 に 議 決 を 図 る こ

と等により、民主的検討がされるもの

であると考えております。  

また、具体的な施設整備に当たる際

には、彦根愛知犬上地域新ごみ処理施

設 整 備 連 絡 協 議 会 で 建 設 候 補 地 や 周

辺 住 民 の 代 表 者 に 直 接 参 画 を い た だ

き な が ら 事 業 を 進 め る こ と を 考 え て

おります。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） 10 月１日に当

組 合 の 方 か ら 施 設 整 備 方 針 結 果 の 説

明をするというお話ですけど、組合議

会で説明するだけではなく、私はそう

い う 検 討 を 始 め る こ と に つ い て も 臨

時議会を開いて各議員の意見を聞き、

地 域 の 中 で 決 定 し た こ と に 対 す る 説

明 会 を １ 市 ４ 町 そ れ ぞ れ に や っ て い

く。また、パブリックコメントとかい

ろいろありますけれど、やっぱり見え

る か た ち で 住 民 参 加 型 に し て い く こ

とが、今後の広域行政組合の仕事が住

民 の 皆 さ ん に 喜 ん で い た だ け る 業 務

に な っ て い く ん じ ゃ な い か な と 思 う

んですけれども、そういう実施の検討

はされませんか。  

○議長（林利幸）  建設推進室長。  

○建設推進室長（植田亮平） 組合の

方 針 を 今 回 お 伝 え さ せ て い た だ く 全

員協議会としましては、議員がおっし

ゃられた 10 月１日ではなくて 10 月

31 日を予定しているところでござい

ます。その報告と言いますのは、あく

ま で も 組 合 の 方 針 を お 伝 え す る と い

うことになりますので、当然そのまま

事業を進めていく上では、予算案とい

う か た ち で 上 程 を さ せ て い た だ い て

議 会 の 方 か ら お 認 め い た だ く と い う
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ような流れになってまいります。その

中 で 直 接 的 に 住 民 の 皆 様 に パ ブ リ ッ

ク コ メ ン ト で あ っ た り と い う と こ ろ

は、現時点では考えておりません。以

上です。  

○議長（林利幸）  今村議員。  

○８番（今村恵美子） これが最後で

すが、やっぱりこの広域行政組合の業

務というのは、非常に住民の皆さんに

生 活 の 中 で 必 要 な 部 分 を 担 っ て い た

だいているんです。だからこそ管内の

各 市 町 の 住 民 さ ん に 理 解 し て も ら っ

て 喜 ん で も ら え る 業 務 に し て い く と

いうのが、一番議員も執行部の皆様も

考 え て い か な く て は な ら な い こ と だ

と思います。全員協議会はただ聞きっ

ぱなしみたいなものですから、臨時議

会 で 傍 聴 で き る よ う に し て 各 地 域 で

説 明 会 の 開 催 を 是 非 や る べ き だ と 思

います。こういったことの検討を求め

まして、私の質問を終わります。  

○議長（林利幸） 以上で事前通告が

あ っ た 質 疑 な ら び に 一 般 質 問 が 終 了

しました。  

ほ か に 質 疑 は ご ざ い ま せ ん で し ょ

うか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（林利幸） 質疑なしと認めま

す。  

これにて、議案第１号から議案第４

号 に 対 す る 質 疑 な ら び に 一 般 質 問 を

終結いたします。  

 次に、議案第５号から議案第９号に

対する討論を行います。  

 討論はありませんか。  

（「あり」と呼ぶ者あり）  

○議長（林利幸） これより討論を行

います。  

今村議員。  

○８番（今村恵美子） 令和５年度彦

根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 歳

入歳出決算の認定に対しまして、反対

討論を行います。  

当 組 合 負 担 金 に 関 す る 条 例 ま た 組

合規約にある負担金、均等割 20％、人

口割 80％は、非常に不公平なもので

す。我が国は法治国家であり国の最高

法規は憲法です。憲法 11 条。法の下

の平等。憲法 13 条、国民は全て幸福

を追求する権利がある。また、憲法 25

条、生存権、国民の社会保障を受ける

権利を明記しています。そして、憲法

97 条には、国は全ての国民の基本的人

権の保障をしなければならないと、こ

う い っ た 憲 法 を 基 に し て 地 方 自 治 法

な り 当 組 合 の 条 例 規 約 が 決 め ら れ て

います。ですから、１市４町の全ての

住民に平等なサービス、公平な負担に

改善すべきだと考えます。  

 そして２点目は、当組合の業務委託

の随意契約の在り方、この問題は今後、

検討、改善されるということですが、

広 域 行 政 組 合 は 関 係 す る 市 町 の 住 民

の 皆 さ ん か ら 本 当 に 見 え に く い と こ

ろです。しかし、ここの業務は全て公

金で賄われているわけです。皆さんの

血税です。それで透明性を高め、不正

入 札 が あ る よ う な や り 方 は や め て い

くべきです。地方自治法には、最小の

経 費 で 最 大 の 行 政 サ ー ビ ス の 実 現 を
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行 っ て い く こ と が 公 共 部 門 の 事 業 で

は基本で、１丁目１番地の問題なんで

す。そういった面で、令和５年度 (2023

年度 )彦根愛知犬上広域行政組合一般

会計歳入歳出決算については、甚だ問

題がありますので、改善を求め反対を

いたします。  

○議長（林利幸） これより採決を行

います。  

た だ い ま 議 題 と な っ て お り ま す 各

議案のうち、議案第５号  令和５年度

(2023 年度 )彦根愛知犬上広域行政組

合 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 に つ き 認 定

を 求 め る こ と に つ い て を 原 案 の と お

り認定することに、賛成の諸君の起立

を求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（林利幸）  ご着席ください。

起立多数であります。  

よ っ て 、 議 案 第 ５ 号  令 和 ５ 年 度

(2023 年度 )彦根愛知犬上広域行政組

合 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 に つ き 認 定

を求めることについては、原案のとお

り認定されました。  

次 に 、 議 案 第 ６ 号  令 和 ６ 年 度

(2024 年度 )彦根愛知犬上広域行政組

合 一 般 会 計 補 正 予 算 (第 １ 号 )を 原 案

のとおり決することに、賛成の諸君の

起立を求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（林利幸）  ご着席ください。

起立全員であります。  

よ っ て 、 議 案 第 ６ 号  令 和 ６ 年 度

(2024 年度 )彦根愛知犬上広域行政組

合一般会計補正予算 (第１号 )は、原案

のとおり可決されました。  

 次に、議案第７号  彦根愛知犬上広

域 行 政 組 合 公 平 委 員 会 委 員 の 選 任 に

つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ い て を 原

案のとおり同意を与えることに、賛成

の諸君の起立を求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（林利幸）  ご着席ください。

起立全員であります。  

よって、議案第７号  彦根愛知犬上

広 域 行 政 組 合 公 平 委 員 会 委 員 の 選 任

につき同意を求めることについては、

原 案 の と お り 同 意 を 与 え る こ と に 決

しました。  

 次に、議案第８号  彦根愛知犬上広

域 行 政 組 合 公 平 委 員 会 委 員 の 選 任 に

つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ い て を 原

案のとおり同意を与えることに、賛成

の諸君の起立を求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（林利幸）  ご着席ください。

起立全員であります。  

よって、議案第８号  彦根愛知犬上

広 域 行 政 組 合 公 平 委 員 会 委 員 の 選 任

につき同意を求めることについては、

原 案 の と お り 同 意 を 与 え る こ と に 決

しました。  

 次に、議案第９号  彦根愛知犬上広

域 行 政 組 合 公 平 委 員 会 委 員 の 選 任 に

つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ い て を 原

案のとおり同意を与えることに、賛成

の諸君の起立を求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（林利幸）  ご着席ください。

起立全員であります。  



  24 

よって、議案第９号  彦根愛知犬上

広 域 行 政 組 合 公 平 委 員 会 委 員 の 選 任

につき同意を求めることについては、

原 案 の と お り 同 意 を 与 え る こ と に 決

しました。  

 以上をもちまして、今定例会に付議

されました議案は、全て議了いたしま

した。  

これをもちまして、令和６年８月彦

根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 定 例 会 を 閉

会いたします。  

 

午後３時 41 分閉会  
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令和６年８月 21 日 (水曜日 ) 

        午後１時 58 分開会  

 

○議長（林利幸） 皆さん、こんにち

は。本日は大変お忙しい中、お集まり

いただきまして、ありがとうございま

す。  

 定 例 会 の 開 会 前 に お 時 間 を い た だ

き、本日の定例会の欠席者につきまし

て、事務局より報告をお願いします。 

議会事務局長。  

○議会事務局長（牛澤史幸） 失礼い

たします。副管理者であります寺本甲

良 町 長 よ り 欠 席 届 が 提 出 さ れ て お り

ますので、ご報告させていただきます。

以上でございます。  

○議長（林利幸） 次に、定例会の開

会 に 当 た り 管 理 者 よ り 挨 拶 を お 願 い

いたします。  

 管理者。  

○管理者（和田裕行） 皆さん、こん

にちは。それでは、令和６年８月彦根

愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 議 会 定 例 会 の

開会に当たりまして、一言ご挨拶を申

し上げます。  

 議員の皆様におかれましては、残暑

厳しい中また、公私なにかとご多用の

中、ご出席賜りまして、誠にありがと

うございます。  

 平 素 よ り 当 組 合 の 管 理 運 営 に つ き

まして、格別のご理解、ご協力を賜っ

て お り ま す こ と を 重 ね て お 礼 申 し 上

げます。  

 さ て 、 今 定 例 会 で は 、 令 和 ５ 年 度

(2023 年度 )彦根愛知犬上広域行政組

合 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 に つ き 認 定

を求めることおよび令和６年度 (2024

年度 )一般会計補正予算 (第１号 )なら

び に 公 平 委 員 会 委 員 の 選 任 に つ き 同

意 を 求 め る こ と に つ い て の 各 議 案 を

提案させていただきますので、何とぞ

慎重なご審議の上、適切なご議決また

は ご 承 認 を 賜 り ま す よ う よ ろ し く お

願い申し上げます。  

 簡単ではございますが、開会に当た

り ま し て の ご 挨 拶 と さ せ て い た だ き

ます。  

○議長（林利幸） ありがとうござい

ました。  

 

        午後２時 00 分閉会  

 

 

 

 

 

 

 

 


